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臨死患者に対する看護教育

滝　沢　美恵子＊

Nursing　Education　for　the　Care　of　Dying　Patients

Mieko　Takizawa

　　　　　　は　じ　め　に

　近年，核家族化がすすみ医療従事者は病院内

での臨死患者に出会う機会が多くなった。死に

あまり出会ったことのない看護学生は，臨床看

護実習（以下臨床実習）時に臨死患者に出会い，

畏れ，とまどい，不安を抱き，二つの課題を負

う。すなわち，一つは，「死」についての理解

を深めること，もう…っは，死に臨む患者の重

大な看護行為を適切に行うことである。乙の困

難な課題を円滑に達成するために筆者は，臨床

実習経験前の学生に「臨死患者に関するカリキ

ュラム1を立案，実施した（表1）。

　乙の小論は，表1に示すような当科の教育方

法が，死についての理解や，干死患者に対する看

護者としての自覚を学生がいかに深めたかを評

価検討したものである。

　　　　　　　対　　　　象

　九州大学医療技術短期大学部看護学科に昭和

58年度に入学した79名を対象とした。

　　　　　　　方　　　　法

　臨死患者に関する講義実施前，後の2回にわ

たって「死の認識」というテーマで45分間学生

に自由に論述させた。1回目のリポート作成は，

1年次の後期（昭和59年1月18日目であった。

その後，臨死患者に関するカリキュラムにそ

って，臨床実習にそなえるための教育が行わ

れた。すなわち，表1に示すごとくカリキュ

ラムは，1年次の講義，2年次の講演，文献学

習，事例によるグループ討議および事例研究発

表から成っている。1年次の講義では，生命の

尊さ，死についての医学的，社会的理解，死後

の処置および手続き，遺族への配慮を学ばせた。

表1．臨死患者に関するカリキュラム

時期　時間 方法および内容 目 標

年

次

後

期

6時間　講 義

危篤時および
死亡時の看護

1，末期患者の看護の意義

2．危篤時の看護

　1）危篤時の徴候

　2）危篤時の看護

3．死の定義

4．死亡時の看護

　1）死の徴候

　2）死後の処置
5。死亡退院時の看護

　1）死亡時の事務手続

　2）病理解剖時の看護

＊九州大学医療技術短期大学部看護学科

　生命の尊厳，人生の意義

を考える。

　危篤状態を身体的，心理・

社会的側面から理解する。

　生命の死，脳死，安楽死

などを考える。

　処置技術，態度，遺族へ

の対応を学ぶ。
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時期　時間 方法および内容 目 標

年

次

後

期

3時間　講　　　演

　　　　文献学習

　　　　VTRによる
　　　学習

6時間　事例学習
　　　6事例について

　　　グループ討議

3時間事例研究発表
　　　　　および

　　　全　体　討　議

　テーマ「生と死を支えるもの」

　文献提示，一つ文献を選び「死」

についての考えをリポートする。・

　テーマ「回しつかに」ホスピス病棟

180日を鑑賞する。

1．直腸癌と診断された50歳の男
性。

2．脳梗塞をおこした子宮体癌末期

の患者。

3，直腸，S状結腸部にシュニッッ

　ラー転移を来たした患者。

4．広範囲に骨転移をきたし，柊痛

を訴える患者。

5，脳腫瘍末期で意識レベルが低下

　した5歳児。

6．FAR療法中に口内炎がひどくな

　り，経管栄養を行っている71歳

の上顎腫瘍患者。

「死」に対する認識および

価値感を深める。

　死の経過をとっている個

々の事例に対して，医学的

変化を認識できる。さら

に心理・社会的側面の分析

を行い，乙れらに対する看

護i上の問題を指摘でき，効

果な対策が設定できる。

　また学生自身がこれ等の

看護を行うとき，どのよう

に反応しているか，自己分

析できる。

　次に主体的，自発的な学習を進めるために，

2年次は「生と死」に関する講演を聞かせた。

講師はキリスト教会の牧師を勤める医師である。

さらに文献講読は，死に関する基本的なものを

提示し，その中から「ガンに罹った医者」自身

が書いたものを読ませ自已の「死生観」につい

てリポートさせた（表2）。VTRは，「光

しっかに」ボスピス病棟180日というテーマの

記録映画を鑑賞させた。

表2．臨死患者に関する文献

L

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

IL

羅マ蔭階㍗ヒ繍：がん賭の看護，医学書院．

深津　　要：危篤時の看護（限界状況における看護者の役割），メヂカルフレンド社．1975。

墨障壁享●t？マートン著・死の礒，メヂカルフレンド社．1975．

寺本松野　著：看護のなかの死，日本看護協会出版会．1975．

臆害ラ暑’ロス著・死蠣間，読売新聞社．1977．

柏木哲夫：死にゆく人々のケア（末期癌患者へのアプローチ），医学書院．1979．

魯￥擁ムゑ著・がん儲の心（世話する人々の指針），医学書院1979．

原　義雄　著ニホスピス・ケア，メヂカルフレンド社．1983．

柏木哲夫　著二生と死を支える（ホスピス・ケアの実践），朝日新聞社．1984．

池見西次郎　著二日本のターミナル・ケア，誠信書房．1984．

河野博臣　著二生と死の医療，朝倉書店．1985。
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12．

13．

14．

15，

16．

17．

18．

19．

20．

21．

森欧外著：高瀬舟，新潮社．

高見　　順　著：死の淵より，講談社。1971．

工藤良子：癌患者の記録（限りある命をおしんで），医学書院．1977．

冨沢　　賢　著＝看護本来の姿とは一妻の死に考える．看護の科学社．1978．

永井忠著：もう・一・一度海へ行きたかった，朝日新聞社刊．1978．

井村和清　著：飛鳥へ，まだ見ぬ子のために．祥三社．1982．

二段二二著二死と向かいあう看護，川島書店．1982．

徳永　　進　著：死の中の笑み，ゆるみ出版．1983．

高橘穏世　著：真紅のバラを37本，新声社刊．1983．

石井　仁著：担癌者，新潮社．1984．

　次に，記録による事例学習より具体的に臨

死患者の医学的状態と患者をとりまく心理的・

社会的環境について理解できるようにした。学

生は6～7名のグループにわかれ，事例の患者

の医学的変化を認識し，これらに対する看護上

の問題を指摘，問題に対して効果的な対策をい

かにすべきか，また学生自身がこれらの看護に

対してどのように反応しているかなど自由に討

議させ，その結果を抄録にし，グループ毎に学

習の結果を発表させた。

　2回目のリポート作成は以上の臨死患者に関

するカリキュラムの講義終了後である。すなわ

ち，2年次の後期（昭和60年2月12日）で1

回目と同様「死の認識」について，論述させた。

　　　　　　　評価の方法

　これらの2っの時期に論述されたリポートを

著者が文章解釈法で比較検討した。

　個々のリポートを解釈して，最も死に関する

学生の考えおよび看護の自覚が表れている箇所

を抽出した（表3）。次に1年次と2年次の抽

出した部分の死についての理解，看護の自覚の

深まりを検討した。

表3．　「死の認識」についてのリポートの評価　※

学生
番号

　　　　リ　　ボ

1年次の後期

ト 内　　容

　　2年次の後期

iiJ　：

籔

1．

　幸福な死を遂げられることが人生最大

の目的を果たしたと言える。

　　　人生において階段を昇りっめた「死」

　　という過程はとても崇高なもののように

2．　思える。

　死を遂げるというのは，「死」の瞬間

にふと，“幸福だった”と思うことであ

る。看護婦として私は，患者が「死」を

どのように受けとめているのかを理解で

きなくてはならない。　　　　　　　　　A．a

　患者が死についてどういう考えをもっ

ているか患者の言動から察して何らかの

力にならなければならない。

　「死」を受け入れていく乙とこそが，

「死」の認識につながってゆくと思う。 A　．a
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学生
番号

　　　リ　　ボ

1年次の後期

ト 内　　容

　　2年次の後期

纏
簾

　　　死がさけることのできないものならば

3．　少しでも安楽な死を与える義務があると

　　思う。

　　　今，まだはっきりと死の認識というの
4．

　　がないQ

5．

6．

　死は楽しい人生の障害となるものでは

なくゴールなのではないでしょうか。

　死は厳粛でおごそかなものであると思

う。決して逃げられない人生の最後の節

目だと思う。

　　　自分自身が死亡したらどうなるかと言

7．　われると，わからないというのが私の考

　　えである。

8．

9．

　「死」は怖くて，あっけないものだと
思う。

　「死ということ」それはその長さこそ

違うけど，生をうけたものすべてが経験

する人生の終りを告げるものではないだ
ろうか。

　　　死とは生と同様に尊く神聖な乙とのよ

10．　うに思える。「安楽死」はむずかしすぎ

　　てわからない。

IL

　魂の世界があるとすれば，死は一つの

節目にしかすぎないという結論に達する。

　いかに生きるかが死をどのように迎え

るかを決めるのではないだろうか。

　　　これを機に知識を身につけると同時に，

12．　もう一度死について考えてみたい。

13，

死とは壮絶なものである。

　患者の「死」をうけとめてあげられる

だけの知識と暖かい心を持っていなけれ

ばならないと思う。　　　　　　　　　a．a

　この世に悔いがないように，安らかな

死を迎えられるように援助してあげたい。　B．a

　死は人生における終了であり目標であ

る。死を目前にしても絶望はしたくない。

生にしがみつきはしたくないが，安らか

な死を迎えるため力いっぱい生きたい。　A．A

　本人の納得のいく最後にさせてやるの

がベストだと思う。実習の貴重：な体験を

通じて，人生を考え，人と接していこう

と考える。　　　　　　　　　　　　　A．a

　私の考えは何もない無の眠りの世界の

ことである。

C．C

　静かに治療を受けいれて死を認識して

いるように見える患者でも，生と死の葛

藤があり，孤独であり，恐怖を感じてい

ると思う。　　　　　　　　　　　　　B．a

　生が尊いものであると同じように死も

尊いものといえよう。

C．A

　「死」というものは，人間として生ま

れて来たならば起りうることであるから，

尊厳をもって扱われなければならない。　A．A

　人間の死に出会う機会が与えられた時，

安らかな死に導く周囲の一人となり得る

だろうかと考える。

A　．a

　患者が死を知り，静かに死を受け入れ，

安らかに美しく尊厳に満ちた死を迎える

ことが出来るような看護が出来たらと思う。　B．a

　一人の死は周りの者にまたは残された

者にも，一時期の死を与える状態と思う。　C．A
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学生
番号

　　　　リ　　ボ

1年次の後期

ト 内　　容

　　2年次の後期

ii」　；lll

薇

14．

　人間の尊厳を守りながら死を出来るだ

け楽に迎えさせたいものだ。

　　　死とは次の世界との区切り目のような

15，　ものではないかと思う。

　　　死ぬことは違う世界へ行ってしまうこ
16．　とだと思う。

17．

18．

19．

　死への恐怖を覚えるが何かしら尊いと

いうものであるような気もしている。

　いっか死ぬのであれば，それまで何か

成遂げ，ものにし，学びとっていかなけ

ればならない。

　「人が死ぬこと」とても不思議なこと，

人が生まれると同様神聖な事です。

　　　死は本当に悲しく，さびしく，心残り
20．

　　でくやしい人との別れである。

　　　私の「死の認識」は家族の手の中での
21．　天命での死という感じである。

22．

　私は死を敵と見るよりも友と見，死を

生との連続線上にとらえることができる
と思う。

　　　自分自身の生を考えることは，生の隣

　　り合わせに存在するとも言える死をも受
23．

　　け入れられるのではないかと思う。

　私達にとっては，患者の健康の回復を

援助すると同じように平和な尊厳に満ち

た死を迎えるように配慮することは大切

なことであると思う。　　　　　　　　a．a

　死に直面することによって，生きるこ

との尊さを知ることができるのではない

かと思う。　　　　　　　　　　　　　C．A

　死ぬとその人の存在はなくなるが存在

していたという事実はかわらないという

ことを忘れないようにしたい。　　　　　B．A

　「死」に立ち向っている人が一番望ん

でいることは，周囲が落着いて暖かい雰

囲気がただよっている金属，機械的な雰

囲気であると思う。　　　　　　　　　　C．C

　死亡した人の闘病記録を読むと死が近

いと悟ると残された日々を精一杯生きて

ゆこうとしているのが解る。

　健康である人も日々を一生懸命生きて

いたならば，安らかな死を迎えることが

出来ると思う。　　　　　　　　　　　B．A

　「死の認識」は幸福の中の一つだと思

う。安らかに死ねることの手助けになる

のなら，死について考えることは幸せの

追求ということになる。　　　　　　　　A．A

　看護する上で「あなた死ぬ人，私も死

ぬ人」という思いが大切だと思う。　　　　b．a

　患者の生命を少しでも安楽に過ごすこ．

とができるように援助する看護婦，人間

になりたい。　　　　　　　　　　　　　B．a

　生きることも死ぬことも自分自身に生

じていることである。

　死の受容こそが安らかな死へっながる

ことだと思う。

　生をしっかり認識していれば，死を認

識することができるのではないだろうか

と思うこのごろです。

A．A

A．A
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学生

番号
　　　リ　　ボ

1年次の後期

ト 内　　容

　　2年次の後期

纏
雛

　　　死は何もなくなってしまうことだと思

24．　う。死はさみしく，悲しくてこわいもの

　　である。

　　　死とは別離とほぼ同じようなものに感

25．　じる。

26．

　死とは非常に厳粛なものであり，とて

も簡単に理解出来るものではない。

　　　一度死んだ人でないと「死」とは何で

27．　あるか答えられないだろう。

　　　自分が死の宣告を受けたことがないの

28．　で，自分自身の死というものの認識はな

　　いように思える。

　私にとって死とはこ．の世からいなくな

る乙とです。

BB

　人によって死の受けとめ方は全く違っ

てくる。死とは恐怖であり，苦痛であり，

そして安楽なものである。　　　　　　　C．A

　死に直面した人達の不安，やりきれな

い気持などを十分に理解し，援助し，最

後まで生きる希望を失わないようにして

あげることが大切である。　　　　　　　A・．a

　人間はいっ死ぬか解らないものである

から毎日を悔いのないように生きていこ

うと思う。　　　　　　　　　　　　　B．A

　必ず死はくるのだから，死を逃避する

ことばかり考えず死を受容出来る心を持

つ乙とが必要だと思う。　　　　　　　　B．A

　　　今は混乱して，

29．　なくて残念だ。

30．

31．

32．

まとまった鰍рｪ鷲鷹娠膿血襲環
　　　　　　　　　　がする。　　　　　　　　　　　　　　　　B．B

今の自分ではまだよく解りません。

死・・考えれば考える程解らなくなる。

　死は孤独であり，決して同じ立場には

なれない。

　　　死とはこの世から消えてしまうこと。

　　二度とこちらへ戻ってこれない所へ行っ

33．　てしまうこと。

　死とは恐ろしいものであり，簡単に受

容し得るものではないという点では共通

していると思う。　　　　　　　　　　B．A

　死の認識というのは生きている人間に

は不可能な乙とであると思う。ただ私達

が思うことは，身体的に苦しまず死を受

容して安らかに死にたいということだけ

である。　　　　　　　　　　　　　　　C．A

　死を理解することは不可能だと思う。

しかし看護者であるという立場を活して

患者さんから多くのものを学び，生きる

ということを考え，自己の人生を歩んで

行きたいと思う。

　死はそう遠い別世界のものではない。

生きている限り身近に存在しうるものと

なってくる。

A　．a

B．A



一一一@37　一

滝　沢　美恵子

学生
番号

　　　　リ　　ボ

1年次の後期

ト 内　　容

　　2年次の後期

i［’　E

簸
　　　死ぬために生きるのではなく，死ぬか
34．　ら生きるのです。

　　　私は結局のところ，死とは何かよく解

35．　りません。

36．

　死は残酷でかっ幸福なものであり，死

を目前にした人が“悟り”をして冷静な

状態で死を迎える乙とができるのは乙の

ためではなかろうかと思われる。

　　　死というと何か厳かな霊的な未知なも
37．

　　のを感じる。

　　　死とは人の一生を決定し，またその人

　　がどのように人生を生きたかを運命づけ

38．　る瞬間ではないかと思う。

39，

40，
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42．

43．

　死は自分一人だけ経験するのではなく，

回りの者にも影響を与え，それまでとは

違った雰囲気を回りの者に残してゆくも

のだと思う。

　死ぬことも生きることもできない人が

いる。植物人間。そこまで死を否定しな

くてはいけないだろうか。死とはもっと

高いものであると思う。

　死は人生の節目なのです。しかしその

後に続くことができない節目なのです。

死によってその人の生存がこの世に記録

されるのです。

　死が人生のゴールであるからこそ，人

間は一生懸命生きているような気もする。

「死」がなければ一生は無限大である。

それはっらいことである。

死ぬということだけがすべての生き物に

共通した自然なことではないかと思う。

　「死」は生きていることの証なのであ

る。本来「死」は受けとめられるべきも

のなのである。　　　　　　　　　　　A．A

　死というものは自分の意志がなくなる，

つまりただの物体になってしまうことで

はないだろうか。　　　　　　　　　　　C．C

　生というものは他人があって成り立っ

ているのではないかと思う。

B．B

　死があるから生が素晴らしく，まだ生

があるから死を恐れるのだと思う。　　　A．A

　活力ある生き方をした人は安穏な死を

約束し，充実した死を迎えた人は再び人

間として誕生してくるのではないかと思

ったりする。死ぬ瞬間というのはその人

にとってものすごい重みがありそうだ。　A．A

　いっ「死」に直面するか解らない時代

の中で私はいっ死んでも後悔しないよう

にしておこうと思う。

C．C

　命を延ばすことだけが良いのではなく

その人を大往生させるということも必要

だと思えるようになった。それが死にゆ

く人を患者としてでなく，一人の人間と

して認めることにつながると思った。　　A．a

　死の認識とは人によってさまざまだと

思う。それは生の認識がそうであるよう
に。

　一人で孤独な死を迎える人は…難し
い。私が医療にたつさわった時は少しで

もカバーしたいと思う。

　ただ死というものは，自分ではどうす
ることも出来ない何か運命的な大きな力
に支配されているという気がする。

それだけです。

A．A

A　．a

A．A
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学生
番号

　　　り　　ポ

1年次の後期

ト 内　　容

　　2年次の後期

摯12

雛
　　　今の私には死というものが悲しいもの

44．であるという事位しか解らない。

　　　死は人生の最大の目的であり「死」の

　　ために人間は生きているのかも知れない
45．

　　と思う。

　　　せめて死を安らかに迎える乙とができ

　　るように看護し，死後の看護が心からで
46．

　　きるように頑張りたい。

47．

　「生」を登った限り「死」を受け入れ

る義務があると思う。

　　　死ぬということは，この世の中の総て

　　と別れる訳で別離の悲しみがある。だか
48．

　　らこそ今を一生懸命生きられると思う。

　　　人はかけがえのない…生を悔いなく送

49．　り，安らかな死を迎えるよう努力しなけ

　　ればならない。

　　　死それ自体は河の水の流れのようなも
50．

　　ので自然なものだと思う。

51．

52．

　死というものはとても怖く耐えがたい

ものである。

　私にとって死とはやはり恐ろしいもの

である。死を素直に受け入れることはで

きそうにもない。

　生への執着を抱いた時から「死」の認

識というものが生まれるのではないだろ

うか。　　　　　　　　　　　　　　　　B．A

　いくら全ての人間にやって来るもので

あっても，全ての死が同じものだとは思

わない。つまり「良い死」もあれば「悪

い死」もある。　　　　　　　　　　　　A．A

　死とは仮の姿なのである。あらゆる人

が体験するものである。それが後か先か

の違いであって誰にも訪れるものである。

乙のような考えを持つとすっきりする。　　a．C

　死への到達の過程は死の受容の有無に

より大きく作用されるのではないだろう

か。従って患者の人間的な面を医療従事

者が良く理解して受容出来る体制を整え

ていかねばならない。　　　　　　　　　A　．a

　死は1っの点であると思う。その点を

越えると又違った世界が広がっていると

思う。その通過点を思い残すことなく通

ることは…生懸命生きることだと思う。　A．A

　人は生きている限り，生命維持のため

に死への過程をたどることのないよう精

一杯生きるという姿勢が大切だ。　　　　A．C

　死そのものは，今日が明日に変わるこ

とと本質的には同じであると思う。　　　C．C

　死ぬということを認識することは，そ

れと同時に孤独の恐怖との戦いが始ると

いうことではないかと思う。だから看護

者は患者が死を知った時，死を受容して

安らかに死んでゆけるように患者と多く

の接触を持ち，勇気づけることが大切で

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　B．A

　今「死」を認識するにあたって，まず

我々は自分自身の死を受容することが最

も大切であると思う。そうすることによ

ってより良い看護ができ，より平和な死

へ導くことが出来る。

B　．a
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学生
番号

　　　　リ　　ボ

1年次の後期

ト 内　　容

　　2年次の後期

xij　g

籔
　　　死は人間の一生の終着であるが，新ら

　　しい世界への出発のようにも思われる。

53．　私は看護婦として患者が尊厳のある穏や

　　かで安らかな死を迎えることが出来るよ

　　う援助したい。

　　　今から看護に従事するので，いやがお

　　うでも死に直面するであろう。その死は

54．多くの人を巻き込むだろう。少しずつ考

　　えていこうと思う。

55．

　人の生命には必ず何らかの意味がある

と思っている。意味もなく何かが生まれ

死んでゆくとは思えないからだ。

　死は生命を消してしまうけれど，生の

重みは消しはしないと思う。

　　　死というのは何も見えず，何も聞えず，

　　何も臭わず，何も考えられず，何も触れ
56．

　　ず……など”否定の形，，で表現出来
　　る状態である。

　　　看護婦は死に至ろうとしている患者に

57．　対して最善を尽くして安らかな死を迎え

　　させるのが仕事ではないかと思う。

58．

59，

　生，病，老，死という人生の大切な節

目というべき過程に出会い客観的に眺め，

自分の人生観を問い直すことのできる看

護婦という職業は素晴らしいと思う。

　結局，私にとって死とは恐ろしい魔物

なのです。

　　　人の死なんて結局運命のような気がし
60，　ます。

　　看護婦は常に死の危険にさらされている
61・人と接するので，充分に認識しておかな

　　ければならない。

患者と共に死を見つめ，患者の残された

人生を精一杯生きる援助をすると共に，

環境を整える援助をすることも大切であ
る。

　私達一人一人が必ず迎えなければなら

ない死を思い，医療従事者という立場を

すてて，…人の人間として死にゆく人々

と交わっていく勇気を持つことも必要で

はないか。

　死は現のものとの別れだろう。生が出

会いなら死は別れ。

a．a

b．a

A　．c

　心の安らぎを取り戻し，残りの“生，，

の時を精一杯充実したものにし，死を客

観視できるように援助することが看護す

る者の努めのように思われてくる。　　　A．a

　死というものは今，‘’自分が生きてい

る，，という証になるのではないかと思う。

a．A

　今ここで私がどう考えても実際に死の

きわに立たされた者だけにしか理解し得

ないものがあるであろう。しかし我々は

それを知ったうえで，その人がよりょく

生きた実感が得られるように援助してい

かねばならない。　　　　　　　　　　　a．a

　普通一般人は死なんてことは忘れてし

まっていると思う。なぜならそれは真実

であるのに，いつの間にか他人ごとで自

分には関係ないと客観視しているところ

があるからである。　　　　　　　　　　B．A

　死の認識は，死までの経過中に人間が

死というものを考え，死を自分のものと

して受け止める。

　たとえどのような一生を送った人間でも，

一人ぼっちで亡くなっていく人も，私一人
でも悲しんでやれるような看護婦になろう。

B．A

b．c
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学生
番号

　　　リ　　ボ

1年次の後期

ト 内　　容

　　2年次の後期

｛l」晋

簾
　　　私は死んでもなお人の心の中に生きる

62．　ことができるような人生を送りたいと思

　　う。

63， 「死」なんて認識したくありません。

　　　生があって死がある。これだけが今の
64．

　　自分に認識できる事実である。

　　　生命あるものが最終的に行きつくとこ
65，

　　うが死である。

　　　自分の死について考えられるものでは

　　ない。　「自分が死ぬ」或いは自分が死ん
66，

　　だらどうなるかなど想像の域を超えてい

　　る。

　　　死とはいったい何なのか，今生きてい
67，

　　る人々が想像しているだけにすぎない。

　　　私は今まで死にかけたことも無いし，

68，死亡する人を側で見たこともないのでよ

　　く解りません。

69，

70，
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72．

　人間にとってもっともだどり着きたく

ない所だけど，絶体にいっかはやって来

る避けては通れないような，それが死だ
ろう。

　死に直面したことのない私はまだ「死」

に対してただ恐怖を覚えるだけである。

　死ぬということは，その人の命を果た

し，神のもとに召されるということだと

考える。死とは安らかなものではないだ
ろうか。

　死とは恐ろしいものではない。輪回転

生という言葉があるようにまた生れ変れ

るものであるから，この肉体の役目は終

ったのだと思って死を静かに迎え入れら

れたらいいと思う。

　人間の生死についての認識は，大きな

意味をもっており，深く考えなければい

けない課題だと思う。　　　　　　　　　C．C

やはり恐いものです。 B．B

　考えの基盤は「人は必ず死ぬもの，死が

あるから生の価値がある」ということです。　C．A

　人は死と直面した時，死を認識し受容

することが出来るだろうか。　　　　　　C．A

　看護婦がどう職業は死と向い合ってい

る患者に毎日接する可能性ががあるので，

死について真剣に考え死生観を持つこと

は非常に大切なことだ。　　　　　　　　A．a

　「死」の認識なんて確固とした考え方

は持っていない。　　　　　　　　　　　B．B

　現在生きている人にとって死とは経験

のない未知の事なので，ただ単に死の恐

怖と別離の悲しみイコール死と考えている。　B．A

　死ぬ瞬間は人生の最後の瞬間であり，

人間の一生は乙の最終点に向って成長し

発展し，積み上げられていくものだ。人

間が最後のそして最高の輝きを見せるの

はこの時であろう。　　　　　　　　　　A．A

　今の私はまだ「死」を主観的に見て認

識する乙とは出来ない。本当の意味で死

を認識するのはやはり自分が死に直面し

た時だと今，私は思う。　　　　　　　　B．A

　患者に代って我々が身体的苦痛を半減

してあげることは出来ない。だから精神

面で患者を支え安心感を持たせることに

よってのみ苦痛を半減させてやらなくて

はならない。　　　　　　　　　　　　　B．a

　人間の真実の死というものは存在しな

いと思う。

B．B
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学生
番号

　　　リ　　ボ

1年次の後期

ト 内　　容

　　2年次の後期

iij　g

簾
　　　死と背中合せで病気で闘っている患者
73．　に暖かい励ましで希望を与えられるよう

　　な看護婦になろう。

　　　自分の死を考えてもっと毎日を大切に
74．

　　していかなければならない。

　　　死があるからこそ，死が認識できる人

　　間だからこそ，人生を考え，悩み，そし
75，

　　て生きてゆくことで感情が芽生え愛があ

　　りかなしみがあるのではないだろうか。

　　　死はその人の終りの時である。きれい

76，な死を迎えられるよう一生懸命患者に接

　　して行きたい。

　　　あまりにも漢然としすぎて，どのよう
77，

　　に書けばいいかとまどっている。

　　　死は決して終りではなく，生きて来た

78，　ことの証しで，人間が一番美しい瞬間だ

　　と思う。

　　　死は誰にとっても不安，悲しみ，恐怖

79，　である。二度と会えない永遠の分離であ

　　る。

　死が絶体なものと決ったならば「死は

不幸であると思わず死を不幸とする事は

不幸」と考えよう。　　　　　　　　　　a．A

　死は生きて来たことの総決算で重大で

厳かなものである。　　　　　　　　　　A．A

看護婦としての死の認識を持たねばな

らない。

A　．C

　末期癌患者は看護の面で最後まで人間

らしく生きられるよう援助することは可

能ではないだろうか。　　　　　　　　　a．a

　死を理解することは生きている人間に

は難しすぎて解らない。　　　　　　　　B．C

　死を死と考えるのではなく，生きて来

たことの終止符として考えると死の瞬間

が最も大切である。　　　　　　　　　　A．A

死は永遠の離別である。

C．C

※西洋紙1枚のリポートから評価の対象となった表現を抜き出し著者が判定を加えた。

判定は下記のように記した。

　一般的な死について理解の深いもの　A．

　死に対する看護の自覚の深いもの　　a．

浅いもの　B．　　判定困難　C．

浅いもの　b．　　判定困難　c．

　死についての理解の深まりおよび看護への自

覚の深まりを決める判定基準とは，死を他人ご

とから自分のことへ，一般的なことから具体的

なことへ，遠いことから身近なことへ，漠然と

した思い込みから明瞭な理解へ，恐怖や悲しみ

の感情から死を受けとめて生きる勇気などへの

表現の変化である。

　死についての理解，看護への自覚の深まりを

（表3）より，例をあげて解釈すると（表4）

のとおりである。

　　　　　　結　　　　　果

　学生のリポートは，死についての理解を述べ

たものと，看護者の立場から死にふれたものと

に分類された。両者はさらに，死を深く受け止

めていたもの，死を浅く漠然と受けとめていた

もの，どちらとも判読できないものに分類され

た。　（表3）

　分類の結果，死についての理解では，死を深く

受けとめていた学生Aは，1年次は29名であった

が2年次は36名へと増加し，死を浅く漠然と受

けとめていた学生Bは，25名から6名へと減少し
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た。さらに判読できにくかった学生Cは，14名

から11名へと変化した。

　死に対する看護者としての自覚の深まりは，

看護者として死を深く受けとめていた学生aは

1年次は8名であったが2年次は24名へと増

加し，看護者としての死を浅く漠然とうけとめ

ていた学生bは2年次ではなくなった。

表4．死についての理解，看護への自覚についての解釈のサンプル

　時期
学生
番号
と解釈

　　　　リ　　ボ

1年次の後期

ト 内　　容

　　　2年次の後期

　　　一度死んだ人でないと「死」とは何である
27．

　　か答えられないだろう。

解

釈

　死ぬとこの世に存在しないので「死」とは

何であるか答えようもないとしている。

　死とは生きている者にとって問題であるこ

とが見落されている。

　人間はいっ死ぬか解らないものであるから

毎日を悔いのないように生きてい乙うと思う。

　死を自分のこととして考え，自分の生を大

事に生き抜こうという心がけを表現している。

　1年次のリポートは死についての誤解があり、しかも死を自分と無関係なこととして考えて

いる。B．

　2年次のリポートは死を自分のこととして真剣に受けとめられている。死についての理解

を深めている。A．

70．

解

釈

　死に直面したことのない私はまだ「死」に

対してただ恐怖を覚えるだけである。

　自分の感情をすなおに表現しているだけで

ある。

　今の私はまだ「死」を主観的に見て，認識

することは出来ない。本当の意味で死を認識

するのはやはり自分が死に直面した時だと今，

私は思う。

　死を一歩踏み乙んで考えてみたが，やはり

自分は認識できない。死とは自分自身の死に

直面したときにはじめて，認識の対象となる

ものだと表現している。

　1年次のリポートは死について一歩踏みこんで考えてみようという心づもりはない。B．

　2年次のリポートは1年次のリポート共通しているように見えるが内容は異っている。一

歩踏みこんで死を考え，死の認識は自分自身の死に直面したときに生まれるものであるとい

っている。これは死についての理解を深めている。A．

54．

解

釈

　今から看護に従事するので，いやがおうで

も「死」に直面するであろう。その死は多く

の人を巻き込むだろう，少しずつ考えていこ

うと思う。

　将来看護者になる乙とを考えて，死につい

ても考えて行くことにしょうというものであ

る。

　1年次のレポートはまだ死を遠い先の，

　私し＄　一一人一人が必ず迎えなければならない

「死」を思い，医療従事者という立場をすて

て，一一一人の人間として死にゆく人々と交わっ

ていく勇気を隅っことも必要ではないか。

　自分の死，および患者の死に立ち向かおう

としている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　自分と無関係なことと見ている。b．
　2年次のレポートは看護者としての死を考えようとしている。看護者としての自覚が深ま

っている。a．
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　　　　　受けとめたためと考える。

　　　　　実施したカリキュラムの内容および学習は，

　臨床実習で臨死患者に出会う学生に，臨床実

習前に干死患者の看護教育を行っておくことは

現在の看護教育において不可欠なことであった。

ただ臨死患者の看護は健康の回復が予想される

患者の看護とは異っていることから，教育上の

問題点が残されていた。それは死にゆくものの

看護が看護の中でどういう意味をもっかという

ことであった。

　看護における援助は，死にゆく患者をも尊厳

あるものとして受け止め援助することである。

したがって二死患者の看護は，　「死」および死

にゆくものに対する深い理解と安らかな死が迎

えられるように援助するという看護の自覚が特

に求められる。

　本教育は臨死患者に出会う学生に，科学的知

識や技術の習得のみならず，このような死につ

いての理解と看護への自覚を促がそうとして設

定された。この場合

　斜里患者に対する知識や処置，技術について

の学習の結果は，学習の速度や差異はあっても

ペーパーテストや試行テストによって明白にな

る。しかし死についての理解や看護の自覚は人

間の心情的側面であって，これは分析されて量

として表す乙とが困難である。また学習の結果

も，ペーパーテストや面接法，投影法などによ

って明らかにすることは難かしい。そこで著者

は，死についての自由な記述を学生に求めそ乙

から死に対する理解や臨死患者の看護の自覚の

の深まりを見た。

　その結果，死や臨死患者の看護教育で，多く

の内容，また多くの方法で学習した2年次の学

生は，学習前の1年次よりも死についての理解

や臨死患者に対する看護の自覚が深まった。

　これは，臨死患者の看護についての知識，技

術を習得し，望ましい援助をするために，でき

るだけ学生が積極的に集中的に学べるようなカ

リキュラムを立案し，教育を実施したため，学

生が「死」と看護の問題をより多く，意識的に

方法に記した通りであるが，前述した学習の成

果が本教育のみによるものであると断定するわ

けではない。学生は家族や知人の死，動物の死，

文学や映画の中での死といった講義以外の日常

生活の経験によって多くを学んできている。こ

れらすべては，学生が死についての理解を深め

る背景と考える。また，医学についての知識や，

医療に関する環：境に接すれば，おのずと看護へ

の自覚も生れてくる。すなわち「実生活の経験

が教育する」ということも忘れてはならない。

　看護学生の，　「死」についての認識や臨死患

者に対する看護の自覚を深めさせるには，講義

あるいは臨床実習といった単一の方法だけでは

なく，また，計画されたカリキュラムでの教育

のみならず，学生自身の性格特性，学生の種々

の体験にも注目し，教育していくことも重要と

考えられる。

む　　す　　び

　九州大学医療技術短期大学部看護学科に，昭

和58年度に入学した79名に対し，臨死患者の看

護の講義前と講義後の2回にわたり「死の認識」

について論述したリポートを比較検討した。そ

の結果以下のことが判明した。

　早死患者の看護に関する一連の講義を終了し

た2年次の学生は，臨死患者の看護の教育を受

けていない1年次よりも

　1．死についての理解が深まった。

　2．臨死患者に対する看護への意欲と自覚が

　　深まった。

　今後，教育方法，評価の点について検討した

い。
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